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対象は 2002年 2月から 2011年 10月の間に京都大学医学部付属病院で施行された肝
細胞癌に対する肝切除術後の初回肝内再発を認めた患者のうちラジオ波焼灼術を施行
した 75 名（男性 57 名、女性 18 名）で、後方視的に検討を行った。ラジオ波焼灼術時
の年齢は 44 歳から 83 歳（中央値、69 歳）であった。69 人の患者が単発で、6 人の患





所再発の有無。さらに、肝切除術時の Child-Pugh クラス分類、血清 AFP、PIVKA-2、
腫瘍の大きさ、血管侵襲の有無、分化度、再発までの期間）を比較検討した。 
ラジオ波焼灼術施行後から観察最終日までの観察期間（3〜151 ヵ月、中央値、55 ヵ
月）に、局所再発は 10 個の結節（10/81 結節 12.3％）に認められた。局所再発率は 1
年、3 年、5 年、8 年でそれぞれ 7.6％、12.0％、12.0％、12.0％であり、観察期間中で
は、36 人の患者が生存、39 人が死亡した。1 年、3 年、5 年、10 年の全生存率は 97.3％、
79.1％、56.6％、および 32.2％であった。無病生存率 1 年、3 年、5 年の割合はそれぞ
れ 42.7％、15.8％、12.6％であった。全生存率の予後予測因子は、多変量解析により再
発肝細胞癌のラジオ波焼灼術時の Child-Pugh クラス A が、有意に良好であり、（p = 
0.007）、さらに無病生存率の予後予測因子としては、肝切除術前の Child-Pugh クラス
A が有意に良好であった（p = 0.004）。 
肝切除術後の肝細胞癌再発に対するラジオ波焼灼術は、局所再発率を低く抑える有効
な治療選択肢であることが明らかとなった。また、長期生存期間の予後因子としてはラ
ジオ波焼灼術前の Child-Pugh クラス（A または B）が、無病生存期間の予後因子とし





















  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 ３０年 １月 ５日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
 
